汽水域環境研究プロジェクトの紹介—中海本庄水域の環境モニタリング−
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　斐伊川水系の下流部には，日本を代表する汽水湖である宍道湖・中海が位置する．このような汽水湖（海跡湖）は，人間の生活圏に近く人為的な改変を受けやすい．中海では大規模な干拓淡水化事業により地形が改変され，水質や底質の変化が見られている．

　本発表では，中海本庄水域の環境モニタリングを行うことを中心とした汽水域環境研究プロジェクトを紹介する．
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図1. 汽水域環境研究プロジェクトの参加者
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